
　「今年は例年より1ヶ月くらい遅いかな。8月
初旬から出荷できると思います。」
　まだ青い実を手に、そう話すのはパッション
フルーツ農家の増田さんご夫婦。もとは胡蝶蘭
を育てていましたが、コロナ禍と重油高騰を機
に花から果物へと転換。広い温室は、今や青々
と茂る果実のつるで埋め尽くされています。
　パッションフルーツは、「JA東京みらい みらい
清瀬新鮮館」で販売予定のほか、「パティス
リー ボンボンガトー」や「レストラン アルブル」
など市内の店舗でも使われ、香りのよさと味わい
で人気です。
　転機のきっかけをつくったのは、妻の布美子

さん。「ジャムづ
くりが好きで、香
りのよいパッショ
ンフルーツを使っ
てみたかったんで
す」と笑います。

実は「ジャム屋をひらきたい」という十年来の夢
があり、「コンテストで金賞を獲ったら開業す
る！」と決意。夫の果物で挑戦を始めました。
　1年目、2年目と銀賞。そして諦めかけていた3
年目、レモンマーマレードで念願の金賞を受
賞。さらに今年、英国開催の「ダルメイン世界
マーマレードアワード」でも、ゆずマーマレード
が金賞に輝きました。
　「本当にやるつもりなのかな～と思ってた」と
道浩さんは笑いますが、家族一丸での挑戦で
す。ラベルにはお二人の息子さんの名前にちな
んだ英語の言葉を添え、贈りものにも喜ばれる
ようデザインにもこだわりました。
　今年5月には「増田洋蘭」の屋号でジャムの
製造・販売を開始。月替わりのラインナップで、
「ちょっとした手みやげに使ってもらえたらうれ
しいです」と布美子さんは話しています。

清瀬市観光協会の
お はちみつ香る、まちのサイダーが新発売

きよはちサイダー 
340㎖ 350円（税込）
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大江戸線を清瀬市へ
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KIYOSEのひと
増田洋蘭（洋蘭・パッションフルーツ農家）
増田道浩さん・布美子さん
胡蝶蘭からパッションフルーツへ。農家として
の転機と、夫婦で挑んだジャムづくり。清瀬の恵
みを詰め込んだ物語が、いま多くの人の手に届いています。

地域に根差した、想いの物語

清瀬市観光協会がプロデュースする、
ご当地ならではの新商品「きよはち
サイダー」がまもなく登場します。清瀬
市役所の屋上で採れたはちみつ「きよ
はち」を使用し、やさしい甘みと炭酸
の爽快感が特徴。キンと冷やしてゴクゴク飲みたくなる、清瀬の
新しい定番です。まちの味わいを、ぜひご堪能ください。
［きよはちサイダー販売場所］
・ひまわりフェスティバル内 清瀬市観光協会テント（7/26～8/3）
・清瀬市役所 1F売店（8/4～） 販売場所はこちら


